[image: image2.wmf]　　　　鷹取学園がリハビリテーションを取り入れた経緯
[image: image3.wmf]　鷹取学園が設立された昭和56年度当初、体育担当職員を決め、利用者の体力測定を行い、能力別（作業班・軽作業班・機能回復指導班）に分けて体力増進を図ってきました。また起床後にラジオ体操や園外での歩行・水泳訓練等も取り入れながら継続して体力作りを行ってきました。
平成6年度には体育専門職員として有田司 氏の指導の下、鷹取学園の利用者の準備体操として「モーニングストレッチ」を取り入れました。また、それまで作業の合間に行ってきた体育を一週間に半日行う事で体力増進を図り、園外では車などへの注意力も身に付けました。　　

有田氏退任後も各班での体育を行ってきましたが、各班の活動内容の差が見られ、今までなかったような利用者の怪我も増え、また高齢化という問題にも直面し、利用者の「体力」「健康」というものを考え直す時期になりました。
　　その為、平成22年度4月より北九州リハビリテーション学院の森光洋子先生・有久勝彦先生に来ていただき、利用者の現状・今後の対応・職員の知識向上などを目的に鷹取学園のリハビリテーションが始まりました。
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